

























田 中 万 博
重イオン核反応機構についての知見を得るために 232Th(14N, 12B), 100Mo(14N, 12B)皮
応によって生成されるP放射核 lZB(p - 1㌦ Tl/2- 20ms･)の核整列を反応のQ値の関数と
して測定した｡核整列をβ線の非対称放出から直接に測定する事は困難である｡偏極度の測定
は容易であるので,整列を偏極に直して測定する方法を開発した｡
これは 12Bの外部静磁場との磁気相互作用と, Mg単結晶内の電気四重極相互作用によって
磁気準位を非等方的に分離させ,高周波磁場を用いて磁気準位占有率の選択交換をおこなうも
のである｡得られた核整列はQ値の広い範囲でほぼ0であった｡一方重イオン核反応の古典的
モデルは, 0.5-0.7という大きな整列の値を予言している｡
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